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歴史神学を学ぶとき、ルターと 16世紀
の宗教改革に焦点を当てがちです。しか
し、ルターの神学を理解するためには、初
期や中世の教義に関する知識が必要なのは
言うまでもありません。当然ながら、ル
ター以降の時代の知識はさらに重要です。
この 500年の間に、物質的、精神的な背
景を変えるようなことが多く起こりました
が、私たちはしばしば、この遺産が私たち

出願期間
2025年 1月 8日（水）～ 1月 15日（水）

試験日
2025年 2月 3日（月）
詳細はホームページよりご確認ください。

2024年 11月 4日（月・休）、ルーテル祭
が開催されました。当日は晴天に恵まれ、学
生や卒業生をはじめとし、教会や地域の方々
など、600名を超える来場者があり大盛況な
一日となりました。
チャペルでは、開会礼拝や聖歌隊・ハン

ドベル・パイプオルガンのコンサートが行わ
れ、特別プログラム「デール記念講演会」で
は、元立教女学院短期大学学長の若林一美
先生をお招きし、「いのちのメッセージ～悲
しみを通してみえること～」と題してお話を
伺うことができました。学生企画では、音楽
LIVE、こども縁日や茶道体験、パラスポーツ
体験やクイズラリ―などが行われ、実習や研
究の報告も加え、学生の日頃の学びと活動、
またこのための準備の成果が、多くの方を笑
顔にし、学内に更なる活気を与えてくれまし
た。学生食堂は、卒業生や地域の方々の大行
列となり、賑わいを見せました。その他にも、

障がい学生支援企画、同窓生による出店をは
じめ、本学と関係の深い業者さんが企画や物
品販売を行ってくださいました。また、臨床
心理相談センターオープンハウスにも、たく
さんの地域の方々にお越しいただきました。
地域の皆さま、同窓生や教会の方々など多

くの方のご来場、ご協力をいただいたことで本
学の教育研究への励ましをいただくことができ
ました。この場をお借りして、深く御礼を申し
上げたいと思います。本当にありがとうござい
ました。 ルーテル祭実行委員会

本姿勢と、全人的なケアに必要な知識につ
いての理解を深めることを目的としています。
本授業は講義、映像資料、演習の組み合

わせの初学者向けの内容になっています。
後半は、実践現場におられる緩和ケア専従
看護師、精神看護専門看護師（リエゾン
ナース）の方々をゲストスピーカーにお招
きして、終末期における患者家族、そして
医療従事者等スタッフへのケアの実際につ
いてお話を伺います。
人の悲しみ、悼み、精神的な痛みに寄り

添うとき、私たちは自分自身の経験、価値
観、感情に向き合うことが求められ、それ
は時に苦痛を伴います。こうしたことが支
援者のバーンアウトにつながることも指摘
されているため、人の悲しみ、痛みに寄り
添うためには支援者自身の自己覚知やセル
フケアが大変重要になります。
本授業「ターミナルケアとグリーフワー

ク」はこのテーマに関わる自分自身の体験
や価値観を振り返りながら死生観（生きる
ことと死ぬことの価値観や考え方）を確立
し、他者の悲しみ、痛みに寄り添うための
準備教育として位置づけることができると
思います。
深く、重いテーマ

ですが、授業内で
は受講者の方々の
心の安全に最大限
注意を払い、楽し
める要素も取り入れ
ながら進めておりま
す。

ターミナルケアと
グリーフワーク

歴史神学Ⅳ
（近･現代）

ルーテルを喜ぶ
ルーテル祭報告

専門分野 子ども、グリーフサポート、
 メンタルヘルス
趣味・関心事 読書（推理もの）、ボランティア活動

Profile 大曲 睦恵 准教授

専門分野 キリスト教の歴史
趣味・関心事 ハイキング、ランニング、
 家具作りなど

Profile アンドリュー･ウィルソン 専任講師

「ターミナルケアとグリーフワーク」は
ターミナルケアとグリーフワークに関連す
る様々なテーマについて理論と実践両方の
視点から学びを深める授業です。本学の
ディプロマ・ポリシー「いのちを尊び、他
者を喜んで支える人間性」および「全人的
なヒューマン・ケアに必要な高度な専門性」
に該当し、いのちと生き方について尊ぶ基

神学校校長交代について告 示

このたび、立山忠浩校長が 2024年 10月 4日をもって退任し、
後任として宮本新准教授が、新校長に就任いたしました。
立山前校長のご挨拶および宮本新校長の所信表明は次号での掲載

を予定しています。

私は心理実習において、実際に心理
職がどのように働いているのか学ぶこ
とを目的に、医療、福祉、教育、司法・
犯罪、産業の施設へ見学に行きました。
実習の中では、

これまで気がつかなかった部屋のレイ
アウトへの工夫を発見する体験があり
ました。例えば、面接に使用する部屋
は落ち着く色合いの家具で構成されて
いた一方で、プレイルームはカラフル
な物が置かれているなど、部屋の使用
目的に応じて細かい工夫がされていま
した。この発見は実習生として、工夫
していることを知りたいと考えながら
見学する体験がなければ、全く気がつ
かなかったと思います。将来心理師と
してクライエントが安心できる空間を
作ることができるように、自分の部屋
からスペースごとの目的を定め、レイ
アウトを考える練習をしていきたいと
思います。
最後に、心理実習をサポートしてく

ださった先生方、家族や友人、そして
見学させていただいた施設の皆さまに
感謝申し上げます。

 チャプレン 李明生
神学校と JELC・NRK各神学教育委員会

の共催として 6回目となる神学校オープン
セミナリーは「教会に仕える」を主題として
10月 20日（日）15時から 21日（月）昼まで
日本ルーテル神学校を会場に対面と一部オン
ラインのハイブリッド形式で行われました。
今回は JELCより 4名（うち 1名はオン

ラインによる部分参加）、NRKより 1名（1
日目のみ）を迎え、神学校在校生、両教会
神学教育委員、神学校教員が参加しました。
初日は松岡俊一郎 JELC神学教育委員長に
よる開会礼拝、山内恵美さん（JELC神学
教育委員）の講演の後、参加者と神学生で
の夕食と懇談の時間が持たれました。2日
目は立山忠浩牧師による模擬講義そして粂
井豊NRK神学教育委員による閉会礼拝を
もって終了となりました。
このプログラムを通して参加者一人一人

がキリスト者としての自らの召命に向き合
う機会として用いられるよう憶えてお祈り
ください。

心理実習報告

オープンセミナリー報告

の思想や教会に何をもたらしているのかに
必ずしも気づいてはいません。「近代」と
いう言葉を定義するのは難しいのですが、
科学、政治、産業、哲学など、世界を変え
る「革命」と同義です。神学においては、
シュライエルマッハーの「神意識」におけ
るキリストの神性の位置づけが、おそらく
その典型的な表現でしょう。ポストモダン
の神学は現在、このような考察を、不在の
土台を求める虚しい探求としています。し
かし、キリスト教徒は常に、手近な知的
ツールを使って自分たちの信仰を理解しよ
うとしてきました。このコースでは、この
ような物質的、知的変化と、それに対する
キリスト者の応答を探求するのです。福音
主義の誕生と宣教運動とともに、宗教的暴
力と啓蒙主義について学んでいます。ディ
ドロの百科事典とジョナサン・エドワーズ
との関係、科学的方法と根本主義、ライプ

ニッツからカント、バルト、そしてマル
ティン・ルーサー・キング・ジュニア、絶
え間ない創造、神の正義のタペストリー、
また、千年王国主義、ペンテコステ主義、
エキュメニズムなど、今日のキリスト教の
最も一般的な課題
にも踏み込んでい
ます。キリスト教
自体が真剣に受け
止められていない
世界で信仰を表現
することの意味に
ついて考察してい
ます。
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参加者の声を特設
サイトに掲載中

喪失に関連する自分の感情を振り返るワークの様子

人間福祉心理学科 3年　K. A
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